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児玉新校準備委員会（第６回）議事録 
 

日 時 令和３年１１月１６日（火）１５：３０～１６：００ 
 
場 所 児玉白楊高校農業情報処理実習室 
 
出席委員 石川委員長・黒田副委員長・中山副委員長・豊田委員・橋本委員 
    岡芹委員・松浦委員・脊山委員・鈴木委員・田島委員・長島委員 
    佐藤委員 
 
欠席委員 澁谷委員・岡村委員・田嶋委員 
 
協 議 

児玉新校（仮称）の校名案の検討について 

 

 ○ 主な意見・質問・回答 

№ 主な意見・質問・回答 

１  児玉の地名は残した方がよい、事務局のこの５案でよい。 

２  事務局のこの５案が妥当である。 

３  事務局のこの５案がよいと思う。 

４  この案でよいと考える。児玉高校と児玉白楊高校の統合により、普通

科、農業科、工業科の３学科併置のこれまでの２校とは別の新校が開校

する。旧児玉町に唯一の高校として新たに設置されるということは視点

として重要である。全県から通うことができるため、校名に地域の名称

があれば、どこにあるのか自明になる。 

５  「雉岡」の前に児玉を付けた「児玉雉岡高等学校」はどうか。 

６  児玉高校で問題ないと考える。札幌農学校が北海道大学へ校名を変え

たように、シンプルな校名で良いと考える。事務局案は理解できる。 

７  事務局の５つの案で良いと考える。 

８  「児玉」という地域名が重要だと考える。「児玉」を大切にするのであ

れば、「児玉雉岡」がよいと考える。 

９  事務局案の「雉岡」に「児玉」を加筆するのがよいと考える。 

  児玉新校校名案として、「児玉高等学校」、「児玉未来高等学校」、「児玉

第一高等学校」、「児玉白楊高等学校」、「児玉雉岡高等学校」の５点を、

当委員会の結論とする。 

 


